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　 農 業 参 入 の 目 的

　 家 業 と し て 建 設 業 を 営 む 中 で 、 代 表 者 が 兼 業 農 家 出

身 で あ っ た こ と か ら 農 業 を 身 近 な 存 在 に 感 じ て い た 。

ま た 、 ６ 次 産 業 化 に 高 い 関 心 を 持 つ よ う に な り 、 漬 物

の 原 材 料 生 産 か ら 加 工 、 販 売 ま で を 視 野 に 入 れ 、 平 成

1 9 年 に 耕 作 放 棄 地 の 再 生 に 着 手 し た 。

　 農 地 の 確 保

　 加 工 原 料 と す る 野 菜 の 生 産 に 向 け 、 長 年 耕 作 し て い な か っ た 自 家 の 田 畑 を １ 年 掛 か り で 再

生 し 、 2 3 ａ の 農 地 を 法 人 が 貸 借 す る 形 で 確 保 し た 。

　 農 業 参 入 に 関 し て 受 け た 支 援 等

・ 農 産 加 工 事 業 の 本 格 化 に 向 け 、 岡 山 県 の 「 建 設 業 新 分 野 進 出 支 援 計 画 」 の 承 認 を 平 成 2 1

年 に 受 け 、 補 助 金 を 活 用 し て 農 機 ・ 農 舎 及 び 食 品 加 工 施 設 （ 約 2 0 ㎡ ） を 整 備 。

・ 農 林 水 産 省 の 「 ６ 次 産 業 化 総 合 化 事 業 計 画 」 の 認 定 を 平 成 2 4 年 に 受 け 、 専 門 家 に よ る 加

工 品 開 発 や 販 路 拡 大 の 支 援 を 受 け た ほ か 、 ６ 次 産 業 化 推 進 整 備 事 業 を 利 用 し 、 食 品 加 工

施 設 の 拡 充 整 備 を 実 施 。

　 農 業 経 営 の 経 緯 や 現 況

＜ 農 業 生 産 部 門 ＞
・ 生 産 品 目 は 、 加 工 原 材 料 と し て い る ナ ス （ 千 両 ） 及

び カ ブ ( 早 生 大 蕪 ) が 中 心 。

・ 経 営 で は 農 産 加 工 を 主 体 に 位 置 づ け 、 農 業 生 産 の 労

働  力 や  規  模 を 必  要  最  低  限 に  抑 え る こ と で 加  工  事  業  に

注 力 し て い る 。 こ の た め 、 農 業 生 産 で は こ れ ま で に 面

積  拡  大  は し て  い  な  い  。

・ 平 成 2 4 年 、 経 営 改 善 計 画 の 認 定 を 受 け 、 美 作 市 の 認 定 農 業 者 （ 法 人 ） と な る 。

参 入 事  例  

⑤  西 本 農 園

● 農 業 経 営 の 概 要

所 在 地 ： 岡 山 県 美 作 市 長 内 2 9 0

参 入 形 態 ： 農 地 借 入 に よ る 参 入

経 営 品 目 ： 野 菜 （ ナ ス 1 2 ａ 、 カ ブ 1 2 ａ 、 そ の 他 ） 、 農 産 加 工

資 本 金 ： 1, 0 0 0 万 円

労 働 力 ： 従 業 員 ３ 名 、 パ ー ト ２ 名

関 連 会 社 ： 株 式 会 社 西 本 建 設 （ 事 業 内 容 ： 建 設 業 ）

（ 調 査 年 月 日 ： 令 和 ２ 年 1 0 月 ）
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＜ 農 産 加 工 部 門 ＞

・ 製 造 す る 加 工 品 は 約 1 0 種 類 で 、 規 格 が 異 な る

商 品 や セ ッ ト 品 を 含 め 、 全 商 品 数 は 2 0 種 を 超 え

る 。 こ れ ら の 内 、 「 辛 し な す 」 が 当 農 園 の 看 板

商 品 。

・ 原 材 料 の ナ ス と カ ブ は 、 自 社 生 産 以 外 に 、 契

約 農 家 （ ３ 戸 ） か ら も 購 入 。 ナ ス は 時 期 に よ っ

て 岡 山 市 南 区 （ 備 南 地 区 ） の 農 家 か ら も 調 達 す

る 。

・ 県 内 農 家 と コ ラ ボ し 、 岡 山 特 産 の モ モ や ブ ド ウ

を 使 っ た フ ル ー ツ 甘 酒 な ど 、 バ ラ エ テ ィ に 富 ん だ 商 品 づ く り も 展 開 し て い る 。

 ＜ 販 　 売 ＞

・ 加 工 作 業 に 労 力 が 偏 重 し な い よ う 、 ナ ス と カ ブ は 、 道 の 駅 や 農 産 物 直 売 所 で 青 果 と し

て も 販 売 す る 。

・ 加 工 品 は 、 県 内 の 直 売 所 （ Ｊ Ａ 、 道 の 駅 ） 、 ス ー パ ー 、 百 貨 店 な ど が 主 な 販 売 先 で 、

美 作 市 の 「 道 の 駅  彩 菜 茶 屋 」 へ の 販 売 量 が 多 い 。 ま た 、 仲 卸 業 者 （ 主 に ３ 社 ） を 通 じ

て 県 外 へ も 販 売 す る 。

　 農 業 参 入 の 効 果 や 課 題 等

・ 参 入 直 後 は 、 栽 培 知 識 が 無 く 理 想 的 な 成 果 が 得 ら れ な か っ た た め 、 近 隣 農 家 や Ｊ Ａ に 助

言 を 求 め て 栽 培 技 術 の 習 得 を 図 っ た 。 参 入 か ら 1 0 年 経 過 し た 現 在 も 、 常 に 技 術 向 上 を 心

掛 け て い る 。

・ 農 地 が 山 間 部 に あ る た め 農 産 物 の 鳥 獣 被 害 が 深 刻 で 、 十 分 な 対 策 が 見 つ か っ て い な い 。

・ 加 工 事 業 で は 開 始 か ら 数 年 間 、 支 援 機 関 等 が 開 く 研 修 会 や 商 談 会 に 積 極 的 に 参 加 し た こ

と で 、 商 品 づ く り に 関 す る 様 々 な 技 術 の 習 得 や 販 路 開 拓 、 さ ら に は 人 的 な ネ ッ ト ワ ー ク

づ く り に つ な が っ た 。

　 今 後 の 展 開

・ 加 工 事 業 に 重 点 を 置 い て い る た め 、 農 業 生 産 は 現 状 を 維 持 し て い く 。

・ 加 工 事 業 で は 、 労 力 軽 減 や 生 産 能 力 向 上 の た め に 機 械 化 も 視 野 に 入 れ て い る が 、 投 資 効

率 や 生 産 量 に 見 合 っ た 販 売 が で き る か を 検 証 し 、 慎 重 に 導 入 を 考 え て い る 。

・ 利 益 を 出 す に は 売 上 増 加 が 必 要 と な る た め 、 多 様 な 加 工 品 が 市 場 に 溢 れ る 中 、 消 費 者 の

声 を 聞 き な が ら 買 っ て も ら え る 加 工 品 づ く り を 目 指 す 。

　 農 業 参 入 を 目 指 す 企 業 へ

　 中 途 半 端 で は な く 、 本 気 で 農 業 に 取 り 組 め ば 、 自 ず と 近 隣

の 農 家 、 Ｊ Ａ 、 行 政 が 手 を 差 し 伸 べ て く れ ま す 。 周 囲 と 良 好

な 関 係 を 築 く こ と も 、 農 業 経 営 を 維 持 ・ 発 展 さ れ る 重 要 な 手

段 の 一 つ で す 。

　 ま た 、 ６ 次 産 業 は 、 最 低 限 の 初 期 投 資 や ノ ウ ハ ウ は 必 要 で

す が 、 農 産 物 の 新 た な 価 値 を 生 み 出 す 魅 力 的 な 取 組 で す 。 是

非 チ ャ レ ン ジ し て み て 下 さ い 。

展 示 会 へ の 出 展

加 工 作 業 の 様 子


